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諏方神社

荒川区イベントガイド&タウン情報誌

ほっとタウン
荒川区の芸術文化情報の発信を通じて、笑顔あふれる地域社会づくりに貢献します。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
引き続き皆様のご協力をお願いいたします。
最新の事業予定については、当財団のHPをご覧ください。

ACCホームページ http://www.acc-arakawa.jp/

荒川区に数多くある史跡・文化財。
それは、古くから連綿と続く人々が生きて
きた証し。
この地に残された史跡・文化財を、2014年・
2015年に掲載した「あらかわの記憶」を再
編集し紹介します。（4面）

あらかわの
歴史を感じよう

荒川区指定無形文化財保持者の技術を記録する映像
「伝統に生きる」の上映会です。展示担当学芸員が
技術やその歴史などを解説します。

（火）

上映・解説会

令和2年度館蔵資料展「つなぐ・伝える ～荒川区伝統工芸コレクション～」関連イベント



小台駅

都電荒川線

2

Shelter

3

1
おぐセンター

梅の湯

シェルター

交番

郵便局

旧小台
通り

大和政権が実施した条里制
（古代の耕地の区画制度）の
痕跡。明治時代に人文地理
学者の小田内通敏が史跡調
査を行い、遺構の保存を進
言して建立。
【西尾久5丁目3番】

条里の遺跡の碑
シェルター

情報満載のオフィシャルサイトへアクセス！ ACC 公益2021年2月号 No.386 I 02

通な道
荒川区にはたくさんの「通り」があります。

普段なにげなく歩いているあの「通り」の

周辺に広がるお店やスポットが街を素敵に

彩っていました。新しい生活様式を心がけ

ながら街の魅力を見つけに行きませんか。

都電荒川線・小台停留場そばのあっぷるロード（小台大通
り商店街）に寄り添うように延びる旧小台通り。下町風情
を色濃く残す古き良き商店街には地域に根
ざした新たなにぎわいが生まれています。

旧小台通り

荒14昭和61年（1986年）

近辺で浸透している名称【名前の由来】

【設定年度】 【路線番号】

【全長】780m

3 Shelter

八百屋さんだった店舗を改装したコミュニティスペース。
2019年11月のオープン以来、小さなお子さんをもつママたち
や近所のお年寄りが気軽に立ち寄れるふれあいの場になってい
ます。栄養満点の日替わり定食（テイクアウト可）も人気です。

昨年10月にオープンしたばかりの緑とぬくもりに満
ちたラーメン屋さん。気さくな店主、瓜田さん渾身の
一杯は日替わり。牡蠣醤油、鶏白湯ラーメン、和風鰹
節まぜそばなど訪れるたびに新しい発見に出会えるこ
と必至です。

1 おぐセンター

2 梅の湯

きゅうおだいどおり今月の
道

No.5

営業時間 
　11：30～14：00（土日は14：30まで）  
　18：00～ 20：00（時短営業中）
定休日 月曜日（営業時間、店休日は変更する場合あり。
最新情報はSNSでご確認ください）
【西尾久5丁目3番24号】

営業時間 15：00～ 23：00  朝風呂（日曜のみ）8：00～ 12：00
定休日 月曜日
【西尾久4丁13番2号】

都内初となる高濃度水素風呂を備えるほか、季節に合わせた
イベント風呂（薬湯）も毎月実施。ロビーに飾られた「いろは
かるた」は創業時からの名物です。店主の栗田さんは地域新聞
「おだい通」の編集長としても奮闘中。

営業時間 11：30～ 20：00（時短営業中）
定休日 月曜日
【西尾久2丁目31番1号】

さば、ほっけ、さんま
から選べる干物定食  
900円（税込）

3段階に辛さを調節
できる「担々麺」
850円（税込）

かきの旨みが凝縮された
「牡蠣塩ラーメン」
850円（税込）

テイクアウトにも
対応（まぜそばのみ）

2食セットで690円（税込）
※写真は盛付けイメージ

※政府による緊急事態宣言を受け、営業時間が変更となっている場合があります。



親子で楽しむ音楽影絵劇「星の王子さま」
 開演 ①午前11時 ②午後3時 日暮里サニーホール 
入場料 一般1,500円 子ども（3歳以上中学生以下）1,000円
親子ペア2,200円 ACC友の会会員各200円引 ※３歳未満は入場不可

2020 ARAKAWAクラシックBOX特別公演
チェロとコントラバス、低音デュオの楽しみ
※完売御礼

第375回 サニーホール落語会「三本の矢」
午後7時開演 日暮里サニーホール コンサートサロン
入場料 前売1,500円 当日1,800円 ACC友の会会員100円引
【全席自由】
出演：立川吉幸、立川佐平次、立川志ら玉

荒川さくらSwing Live 7 （第7回定期演奏会）
午後6時開演 ムーブ町屋ムーブホール
入場料500円 ACC友の会会員50円引 ※近日発売予定
■荒川さくらSwing  ko-ichi.nakagawa@nifty.com

2020 ARAKAWAクラシックBOXⅣ
華やかな歌曲の世界～ドイツリートを味わう
※完売御礼

第73回 桂やまと独演会
午後2時30分開演 日暮里サニーホール コンサートサロン
入場料2,500円 ※完全予約制
チケット販売所：桂やまと公式ホームページhttps://yamato3rd.com/
■桂やまと落語事務所☎/fax6755-8815

◆トランクルーム宮地のご案内
荒川3-76-1（峡田小隣り）標準タイプ
（月5,500円）～巾90×奥120×高
120cm　☎3802-7791
清水・阿部

◆梢風会書道教室
水曜日13時～20時 稽古・見学
月謝3, 8 0 0円 幼 児 ～ 成 人
年 一 回 都 美 術 館 に出 品可
書作家協会認定教室級段位取得

基本から親切に個人指導します
西日暮里5-2-12 公文紅華
☎3801-8557 水曜午後

ミニ広告
料金は1行600円です、ぜひご利用ください。

〈お申込・お問合せ〉
ACC ☎3802-7111  ほっとタウンミニ広告担当

3
月
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イベントスケジュール（1月22日現在）
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、下記のイベントは変更や中止となる場合があります。
中止の決定やチケットの販売状況等は、当財団のホームページでお知らせいたします。
※座席間隔を空けてチケットを販売いたしますので、お席が離れる場合があります。
※ご来場の際はマスクの着用や手指消毒など、感染症拡大防止策にご協力ください。

http://www.acc-arakawa.jp/
問合せ：ACC☎3802-7111

◎掲載内容について、ACCは責任
を負いかねますので、ご確認の
上ご利用ください。

◎広告内容の詳細はそれぞれ記
載の連絡先でご確認ください。

荒川区民交響楽団 第27回定期演奏会
午後3時開演 サンパール荒川 大ホール
入場料1,000円 ACC友の会会員500円引 【全席自由】 ※当日券販売なし
■荒川区民交響楽団事務局☎3895-1232 http://www.arakyo.com/
※チケットに関する問合せは文化センターまで

第374回 サニーホール落語会 寿・二ッ目昇進「三遊亭好青年、桂小右治の会」
午後7時開演 日暮里サニーホール コンサートサロン
入場料 前売1,500円 当日1,800円 ACC友の会会員各100円引 【全席自由】
出演：三遊亭好青年、桂小右治

町屋文化センター特別講演会
ダニエル・カール氏「がんばっぺ！オラの大好きな日本」
午後2時開演 町屋文化センター ふれあい広場
※参加者募集は終了しました

なないろひろば「ジャズミニライブ」
午前11時開演 町屋文化センター 多目的ホール 入場無料
※事前申込制【定員25名】
出演：荒川さくらSwing ／ミュージックディレクター：細川玄

夏井いつき 句会ライブ
午後2時開演 サンパール荒川 大ホール
■サンパール荒川☎3806-6531
【チケット購入申込】☎3806-6534
※電話申込のみ。
　窓口でのチケット販売はございません。

第72回 桂やまと独演会
午後2時30分開演 日暮里サニーホール コンサートサロン
入場料2,500円 ※完全予約制
チケット販売所 桂やまと公式ホームページhttps://yamato3rd.com/
■桂やまと落語事務所☎/fax 6755-8815

● 今後の予定イベント

20（
土
）

21（
日
）

東京荒川少年少女合唱隊 第154回定期演奏会（サンパール荒川）
■合唱隊事務局（大村）☎3819-0847

第15回 荒川区民初春唄祭り（サンパール荒川）

荒川オペラシリーズ 第63回公演<オペラガラコンサート>
（日暮里サニーホール）
■リリカイタリアーナオペラ☎090-8510-1281（青木）

2
月

19（
金
）・20（
土
）

3
月

● 中止イベント

27（
土
）

27（
土
）

28（
日
）

28（
日
）

6（
土
）

9（
火
）

24（
水
）

28（
日
）

18（
木
）

20（
土
）

主催・問合せ

主催・問合せ

主催・問合せ

主催・問合せ

主催・問合せ

問合せ

問合せ

第10回 荒川区環境区民大賞入賞作品展 
2月4日（木）～8日（月）午前9時～午後6時
※初日は午後1時から／最終日は午後2時まで
町屋文化センター2階 ふれあい広場 入場無料
主催・問合せ：荒川区環境課環境推進係☎内線482

そ
の
他
の
事
業

2
月

7（
日
）

18（
木
）

友の会 入会のご案内

●入会条件：どなたでもご入会いただけます。 ●会費：年会費（口座会員1,300円／現金会員1,500円） ●会期：入会した日から、翌年同月の末日ま
で ●会員種別①現金会員：年会費やチケット代金を現金でお支払い②口座振替会員：年会費、チケット代金をご指定の口座より引き落とし（振替手
数料は無料） ●入会方法：入会申込書に必要事項をご記入のうえ、年会費を添えてお申込みください。《受付窓口》町屋文化センター

●電話で予約したチケットを自宅へ郵送！しかも送料無料
（口座引き落としの手続き完了後からとなります）
※窓口にチケットを買いに行く手間が省けます。忙しい方に特におすすめ！

●毎年の窓口での更新手続きが不要！
※窓口に行く必要がなく、更新のし忘れもありません！

口座会員だけの
便利な特典

会員になると
お得な特典が
いっぱい！

会員になると
お得な特典が
いっぱい！①公演チケットが割引で購入できます

（ACCの全ての公演チケットが原則1割引き）

②人気の公演チケットを一般販売に先立って購入できます
（ご希望の席を早めにゲット！）

③会員だけのお得情報が届きます
（先行販売やチケットプレゼント等の情報満載の「友の会通信」）

口座会員1,300円／年
※年間で2枚以上のチケット購入で、年会費以上の割引になることも！

現金会員1,500円／年

特典

会費

ほっとタウンについてのお問い合わせは

ACC   03-3802-7111

ダ
ニ
エ
ル・カ
ー
ル
氏

夏
井
い
つ
き
氏



発行：        公益財団法人 荒川区芸術文化振興財団  〒116-0002 東京都荒川区荒川7-20-1 町屋文化センター内  Tel（03）3802-7111  Fax（03）3802-7117
ホームページ http://www.acc-arakawa.jp/　ツイッター @AccArakawa　　発行部数：73,500部 荒川区全域新聞折込

ほっとタウン
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荒川区に数多くある史跡・文化財。
それは、古くから連綿と続く人々が生きて
きた証し。
この地に残された史跡・文化財を、2014年・
2015年に掲載した「あらかわの記憶」を再
編集し紹介します。（4面）

あ
ら
か
わ
の
記
憶

史
跡
・
文
化
財

荒
川
区
に
数
多
く
あ
る
史
跡
・
文
化
財
。

そ
れ
は
、
古
く
か
ら
連
綿
と
続
く

人
々
が
生
き
て
き
た
証
し
。

こ
の
地
に
残
さ
れ
た

『
あ
ら
か
わ
の
記
憶
』
を
紹
介
し
ま
す
。
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参加費：無料
定員：25人
会場：荒川ふるさと文化館地下１階視聴覚室

日時：
午後1時30分～2時30分
2月13日（土） 

荒川区指定無形文化財保持者の技術を記録する映像
「伝統に生きる」の上映会です。展示担当学芸員が
技術やその歴史などを解説します。

要予約

2月2日（火）
から

諏
方
神
社

1831年（天保2年）に造られた
区登録有形文化財の手水鉢。大
正時代に建てられた手水舎と
ともに戦火を免れた。

神楽殿に保管されている荒川区
登録有形民俗文化財・源為朝の
山車人形。毎月1日に一般公開さ
れている。

南鳥居をくぐってすぐの場所、神社
の縁起を記した区登録有形文化財の
石碑（1817年（文化14年））がひっ
そりと佇んでいる。ちなみに全国各
地にある諏訪神社のうち、「諏訪」で
はなく「諏方」を使っている神社は
数えるほどしかない。

大きく広がる枝振りに
歴史を感じる、戦火を
免れたイチョウの木。

本社神輿を保管する神輿蔵。戦前の
コンクリート建築としては、大変貴
重なものらしい。

　
J
R
日
暮
里
駅
と
西
日
暮
里
駅
と
の
間
、線
路
の
西
側
の
高
台（
諏

訪
台
）
か
ら
、
あ
ら
か
わ
の
街
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
鎮
座
す
る
日
暮

里
（
新
堀
）・
谷
中
の
総
鎮
守「
諏
方
神
社
」。鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
頃
、

1
2
0
5
年
（
元
久
2
年
）
に
豊
島
左
衛
門
尉
経
泰
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
鎮
守
と
し
て
地
域
の
人
々

か
ら
崇
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
木
々
の
枝
葉
が
木
陰
を
つ
く
る
境
内
に
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
そ
こ
は
涼
や
か
で
心
地
よ
い
空
気
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
遠
く
筑
波
山
や
日
光
山
、
田
園
風
景
を
望
め
る
景
勝

地
と
し
て
、
さ
ら
に
花
見
の
名
所
と
し
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
現
在
で
も
、
1
0
0
件
以
上
の
露
店
が
軒
を
連
ね

る
毎
年
8
月
末
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
で
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
江
戸
の
里
神
楽
・
松
本
社
中
（
代
表 

松
本
源
之
助
）
に
よ

る
里
神
楽
の
奉
納
や
、
源
為
朝
の
山
車
人
形
の
公
開
な
ど
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
神
社
の
縁
起
を
記
し
た
石
碑
や
、
手
水
舎
の

手
水
鉢
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
を
有
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

最
近
で
は
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
観
光
客
の
姿
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
数
々
の
文
化
財
や
木
々
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、

こ
の
場
所
の
歴
史
は
確
か
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
過
去
の

あ
の
日
に
も
吹
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
風
が
、
あ
ら
か
わ
の
記
憶

を
運
ん
で
く
れ
る
気
が
す
る
の
で
す
。

と
し
ま
さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う
つ
ね
や
す

ち
ょ
う
ず
や

ち
ょ
う
ず
ば
ち

諏
方
神
社
に
つ
い
て

　
信
濃
国
（
長
野
県
）
上
諏
訪
社
と
同
じ
建
御
名
方
命
を
祀
る
。
当
社

の
縁
起
に
よ
る
と
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）、
豊
島
左
衛
門
尉
経
泰

の
造
営
と
伝
え
る
。
江
戸
時
代
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
に
社
領
五
石
を

安
堵
さ
れ
、
日
暮
里
・
谷
中
の
総
鎮
守
と
し
て
広
く
信
仰
を
あ
つ
め
た
。

　
旧
暦
七
月
二
十
七
日
の
祭
礼
で
は
、
囃
屋
台
・
山
車
を
ひ
き
ま
わ
し

神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
神
田
芋
洗
橋
ま
で
か
つ
ぎ
、
そ
こ
か
ら
船
で

浅
草
・
隅
田
川
を
経
て
、
荒
木
田
の
郷
で
御
神
酒
を
そ
な
え
て
帰
座
し

た
と
伝
え
て
い
る
。

　
拝
殿
の
脇
に
は
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
銘
・
元
禄
十
四
年
（
一

七
〇
一
）銘
の
灯
籠
型
の
庚
申
塔（
平
成
二
十
三
年  

震
災
に
よ
り
倒
壊
）

が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。

出
典
：
荒
川
区
教
育
委
員
会 

史
跡
・
文
化
財
説
明
板

（
平
成
5
年
3
月
設
置
）

た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と

と
し
ま
さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う
つ
ね
や
す

み
こ
し
と
ぎ
ょ

荒川区伝統工芸技術記録映像作品

「伝統に生きる」上映・解説会

本展展示サイトへのアクセス

右のQRコードからアクセス
するか、下記のURLからご
覧いただけます。

※本展はWEB展示となりますので、
　吉村昭記念文学館での展示はありません。

より常時公開より常時公開

令和2年度館蔵資料展「つなぐ・伝える ～荒川区伝統工芸コレクション～」関連イベント
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